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コフィ・アナン、ネイダー・ムザヴィザドゥ 著 白戸純 訳 
東京 岩波書店 2016年 （上）xvii+248p.（下）viii+220+7p. 
 
本書は、1997年から 2006年まで国際連合事務総長を務めたコフィ・アナンが 2012年に発表し


















 第 1 章で記されたとおり、アナンはガーナ独立に立ち会うことで変革への信念をえた。その点
を念頭におけば、一部の指導者らに向けられるアナンの批判とは、実は、他のどこでもなく、ま
さしくアフリカにおいて達成された、独立という誉むべき事業を手がかりにして展開されている
ものだと言えよう。アフリカの自前の経験に照らした、アフリカに向けた自己変革のメッセージ
――その呼びかけの書として、本書はアフリカをめぐる精神史に位置づけられるだろう。 
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